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新年明けましておめでとうございます。 
 

≪ 年頭の挨拶 ≫ 

会長 横田 浩 

明けましておめでとうございます。 

会員の皆様におかれましては、健やかな新年をお迎えになられたこととお慶び申し上げます。

今年は“うさぎ年“、医療崩壊が叫ばれて久しいですが、ピョンピョンと難題を乗り越えて明る

い将来が見えてくる事を願います。昨年４月に発せられた厚生労働省医政局長通知では、診療放

射線技師が画像診断における読影の補助を行うこと、そして放射線検査等に関する説明と相談を

行うにあたっては、診療放射線技師を積極的に活用することが望まれると明記されています。

我々が、医療における放射線の専門家として医療現場において果たし得る役割と期待は、益々大

きなものになってきています。 

日本放射線技師会では、すでに放射線技師の説明責任を提唱しており、患者さんが納得して同

意し、安心して放射線検査を受けられるような説明を励行するよう我々に求めております。茨城

県放射線技師会でも、放射線検査や被ばく相談に対して適正に説明できる資料を作成し、平成

18 年よりホームページで無償配布しておりますので、医療スタッフの教育訓練等に関する資料

としてご活用頂ければと思います。また、読影補助に関しては、茨城県立医療大学の先生のご協

力を仰ぎながら、“放射線技師に必要な読影力”に関する講義を計画中です。こちらもご期待に

答えられる内容となるはずですので、皆様のご参加をお願い致します。 

さて、日本放射線技師会では昨年６月に中澤靖夫第 11 代会長が誕生し、執行部が大きく変わ

りました。事業の見直しや対外的な方針の改革も急ピッチで進められ、小川副会長の言葉をお借

りすれば、“アクセル全開で、真っ直ぐ進むところは真っ直ぐに、曲がるところはタイヤを軋ま

せながら高速でカーブしている”との事ですが、これは茨城県放射線技師会とて同様のことと認

識を新たにしております。まずは定款改正により、日放技の会員はいずれかの都道府県に所属し

ていなければならないことになりました。中澤会長のお話では、“各都道府県技師会との連携な

らびに関係を強化し、連絡を密にして協力しあっていく“とのことです。茨城県放射線技師会と

しても、安全で安心な放射線技術の提供と質の高い医療技術の提供に向けて、日放技と一体とな

って取り組んでいきたいと思っております。また、ここ数年問題となっております会員減尐に対

しても、地方技師会として有効な手段を考える必要があると思いますので、皆様のご協力を本年

もよろしくお願い申し上げます。 

2011 年 1 月元旦 
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《 第 3 回理事会報告 》 

開催日時：平成 22 年 11 月 10 日(水)18 時～ 

場 所 ：茨城県放射線技師会事務所 

出 席 ：横田浩，長谷川光昭，鈴木達也，

小原孝夫，會澤敏広，川又誠，小仁所圭子，

坂井朊夫，佐藤斉，仲田智彦，田中信一，千

葉登，野澤哲也，波多野浩嗣，広瀬和夫， 

宮本勝美，村木一夫，舘野誠 

監事：中澤洋治 

委任者：平井正幸，風見ひろみ 

議 長 ：横田 浩  

書 記 ：長谷川 光昭 

出席理事 18 名（会議開始時点 13 名）委任 2

名で理事会開催規定を満たすことが宣言され，

議事に入った． 

【議事】 

【１】日放技理事会、北・南関東地域役員会

報告（横田会長より事前メールにて資料配布） 

①医療被ばく相談事業に関するアンケート調

査について日放技から、医療被ばく相談事

業を行っているかのアンケート調査が各県

技師会あてに行われた。現在行っていない

県の対応について、茨城では、今後、ホー 

ムページ上で相談コーナーを設ける事も検

討する旨の回答をした。 

②ＣＴセミナーについて 

1 月 29 日茨城県立医療大学で開催されるＣ

Ｔセミナーの応募者が現在29名と尐ないの

で、呼びかけてほしい。100 名定員 

③出資金のお知らせについて 

4,530名の未処理者のうち、2,131名が退会

者、住所不明者が434名、1,865名が現会員

である。現会員用、退会者用の送付文書案、

住所不明の方には所属の最後の都道府県会

長に問い合わる文書案で送付したい。各都

道府県で問合せの対応をしていただきたい。 

④業務委託について 

日放技と業務委託の契約を結び業務委託と 

して 9月 30 日時点での会員数×200 円の業 

務委託料が日放技より支払われる。 

 

⑤関東甲信越放射線技師学術大会 

平成 23 年度の学術大会は山梨で、24 年度が

栃木、25 年度は南関東で、26 年度に茨城で

開催することになる。 

 

【２】平成 22 年度緊急連絡訓練結果 

（横田会長より資料配布） 

9 月 30 日に緊急連絡訓練を行ったが、FAX 

メールで応答が確認されたのは3/4だった。 

送信エラー等もあり改善する。 

 

【３】平成 23 年度各部、委員会、研究会予算

案の作成について（横田会長より資料配布） 

公益法人化にともない、23 年度の予算案は、

配布した予算書を用い計画する事業ごとに

旅費交通費、通信運搬費、消耗品費、会場

費等に振り分けて作成、12 月 4 日までに技

師会事務所に送ること。各研究会は鈴木学

術部長がまとめて連絡、地区会は長谷川地

区会担当がまとめる。詳細について事務局

鈴木より説明。      ・・・・承認 

 

【４】定款改正について 

（小原常務理事より資料配布） 

①改正案はさまざまな意見を取り入れ、ほぼ 

まとまったので12月 2日に県庁に行く予定 

で担当者と 15：00 に約束している。 

②パブリックコメントについて 

改正案および比較表をホームページ上で公

開する。返信先は事務所。3 月の総会で承認

を得る予定。 ・・・承認 

 

【５】「ときわ」について（小原常務理事） 

11 月中に発行予定。定価 1,000 円とし、 

Vol44・45 として発行する。 
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【６】表彰について（横田会長） 

県より健康つくり推進事業功労者表彰に係

る表彰候補者の推薦の依頼が来ている。 

保健衛生部長賞に、技師会より小仁所圭子

理事と坂井朊夫理事をピンクリボンへの取

り組み等を評価し、推薦する。・・・承認 

 

【７】第 31 回茨城県放射線技師学術大会に 

ついて（鈴木学術部長） 

9 時か 9時半開会で 11 時から予算総会、12 

時からランチョンセミナー13 時から会長講 

演、14 時 15 分から医療大学、森先生の教育 

講演、15 時 15 分から 16 時 45 分でシンポジ 

ウムという予定でいるが、11 月 17 日の学術 

会議で決定する予定である。演題のしめき 

りは 1月 8 日。     ・・・・・承認 

 

【８】事務所のパソコンについて 

（仲田事務局長） 

 事務所にあるPCは購入から7年以上たって 

おり、老朽化のため、誤動作もするように 

なってきた。 理事、会員、学術大会でも 

使用するので、15 万円以内で購入する。 

・・・・・承認 

 

【9】その他 

＊レディース委員会より（小仁所理事） 

①聴覚障害者講習会の開催については、地区

会主催としてほしい。    ・・・承認 

②産休のバックアップの人材バンクは諸条件

から難しい。 

→技師会としてホームページ等を使用した

人材システムを今後考える。・・・承認 

＊県央地区会より（川又理事） 

 12 月 5 日水戸日赤にて救急医療学実習（上

級救命講習会）を開催する。 ・・・・承認 

次回開催：1月 12 日（水）18：00～  

                             

《 お 知 ら せ 》 

１．『医用画像モニタの管理セミナー』 

開催について 

標記の件、下記日程で開催致しますので、

多数のご参加お願い致します。 

日時：H23 年 1 月 14 日（金）18：30～20：00 

会場：(財)日立メディカルセンター 講堂 

内容：前半『液晶モニタの基礎知識』 

   後半『液晶モニタの品質管理と実践』 

定員：50 名（先着順） 

申込期間：H22 年 12 月 1 日～12 月 27 日 

申込先：北茨城市立総合病院 臼庭等 

0293-46-1121(代)，usuniwa@mint.ocn.ne.jp 

※本会は、機器管理士部会との共催と致しま

すので、他地区会からの参加も可能ですが、

定員を超えた場合は県北地区会員を優先させ

ていただきます． 

 

２．MR 研究会 開催案内 

標記研究会を下記日程で開催致しますので、

多数ご参加下さいますようお願い致します。 

日時：H23 年 1 月 22 日（土）13：30～ 

会場：茨城県立中央病院放射線検査センタ 

内容：『EOB 造影剤について』、『磁化率強調

画像のあれこれ』、『DTI の撮像方法とフリー

ソフトでの解析手法』 

特別講演：『シーケンスの超基礎を語る』 

埼玉県済生会栗橋病院 渡邊城大氏 

問合せ：砂森秀昭（水戸済生会病院）  
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３．(社)茨城県放射線技師会県北地区会講

演会(超音波研究会共催)・報告会のご案内 

超音波研究会では、テーマを“症例から学

ぶ”と題し下記日程で開催致します。    

症例検討会では種々の症例を通し超音波所

見の見方や考え方を学んで頂き、翌日からの

業務に直結するような内容を予定しておりま

すので奮ってご参加下さい。また、本研究会

に引続いて県北地区会の報告会を開催します。 

多数のご参加よろしくお願い致します。 

内容：「症例から学ぶ」(4 症例予定) 

日時：平成 23 年 2 月 4 日（金）18:00～ 

会場：Hテラス・ザ・スクエア日立（日立駅前） 

問合せ：東京医科大学茨城医療センター 

放射線部 宮崎光一 029 (887)1161(7218) 

mail : k-m@tokyo-med.ac.jp 

 

４．第 3 回放射線安全講習会開催案内 

医療従事者を対象とした放射線安全講習会

を下記日程で開催します。障害防止法にもと

づく教育訓練、その他法令に関する教育に充

当することが出来ます。詳細は技師会 HP  

をご覧ください。多数のご参加お待ちしてお

ります。尚、各会員の施設の看護部長様宛て

に案内状をお送りしておりますので、よろし

くお願いいたします。 

日時：2月 20 日（日）9:30～12:30 

会場：茨城県立医療大学 111 講義室 

参加費：無料 

問合せ：伊東善行 筑波メディカルセンター

病院  z-ito@tmch.or.jp 029-851-3511 

 

《 行 事 報 告 》 

１．ソフトボール大会 

11 月 3 日(水)に、水戸市田野球場にて開催し

ました。当日は秋晴れの下、11 チームの参加

があり、また、村田会員が主宰する、｢男塾｣

の手打ち“そば”の実演もあり盛況裡に終了

しました。 

優勝：日立製作所日立総合病院 B 

準優勝：筑波大学付属病院 

三位：富士フィルムメディカル（株） 

 

２．県南地区会研修会開催報告 

 去る平成２２年１１月６日（土）、土浦協

同病院 管理棟３階大会議室において県南地

区会研修会が開催されました。今回の研修会

はメンタルヘルスを題材とし、「自己管理と

セルフケア」をテーマに行いました。講師に

は土浦協同病院 福祉相談部 伊師 巌先生

をお招きしました。 

 研修の内容は 1.働くことの意味 2.自己理

解 3.ストレス反応 4.ストレス解消を講義だ

けでなくチェックシートを用い自己参加型の

文字通り研修であり、自らの置かれた心の状

況を知ることができる有意義な2時間でした。 

 今回参加者は30名強と尐しさびしい状況で

mailto:k-m@tokyo-med.ac.jp
mailto:z-ito@tmch.or.jp
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はありましたが、参加された方は学術的なも

のとはまた違った新鮮さとあいまって自分自

身を見つめなおすいい機会になったのではと

勝手に？満足してもらえたと思っております。 

  （筑波メディカルセンター 宮本勝美） 

 

３．県北地区会報告 

 11 月 21 日(日)に、県北医療センター高萩協

同病院にて『聴覚障がい者についての講習会

及び病院見学会』を開催しました。ちょっと

馴染みのない標題だった為か技師の参加は 18

名と尐なめでしたが、全三部構成で行われ、

普段我々が思っている以上に障がい者の方々

は検査に不安を抱えていること、コミュニケ

ーションをとる際には、手話ができなくても

身振り手振りを交えながら、必ず相手の顔を

見てお話しすることの大切さを学びました。 

（北茨城市立総合病院 臼庭 等） 

 

４．乳腺研究会報告 

11 月 28 日(日)に県立医療大学において、乳

腺検査に携わる技師に役立つ内容とマンモグ

ラフィ撮影認定講習会の講師養成研修会を目

的として、第一回乳腺研究会を開催しました。

今回のテーマは『デジタルマンモグラフィの

管理』とし、メーカー演題と日立総合病院外

科伊藤先生の講演で実施しました。また、ア

ンケートを実施しましたので、今後の参考と

いたします。 （筑波大学 宮田 真理子） 
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５．県央地区会主催で上級救命講習会 

12 月 6 日(日)に県央地区会主催で、水戸赤

十字病院内災害医療研修室で上級救命講習会

を開催しました。水戸地区救急普及協会の協

力で行い、参加者は会員 18 名、非会員 2名で

した。上級救命講習は 1 日 7 時間の講習が必

要なため、当日は朝 9 時より 17 時まで行い、

参加者は指導員 3 名の下、朝早くから真剣に

講習を受講されました。講習終了後には、学

科と実技のテストも行われ、受講者全員が無

事合格でき上級救命修了書をいただきました。 

 尚、上級救命講習は、日本放射線技師会の

ＡＤセミナー、救急学の実技として申請でき

ますので、救急学を受講する際は修了書をご

利用下さい。詳しい手続きに関しては日本放

射線技師会にお問い合わせ下さい。 

     （水戸済生会総合病院 川又 誠） 

 

《 会 員 状 況 》 

平成 22 年 12 月 6 日現在の会員数…６６０名 

新入会員 

島根亜砂美 (株)日立製作所日立総合病院 

森  大志 秦病院 

 

ご結婚おめでとうございます 

 坂上 功 結婚式  11 月 14 日 

大坪 晋輔 結婚式  12 月 12 日 

 

《 事 務 連 絡 》 

①入会手続きにつきまして、入金が確認でき

ずにまだ入会完了できない方がおります。後

輩で入会手続きをされたのをご存知の方は一

声掛けて入金して頂くようお願い致します。 

②会員の登録内容変更は、日本放射線技師会

HP から変更手続きをお願致します。 

施設変更・自宅住所変更・名前変更・技師会

変更、（転勤された時も同様です） 

インターネットが御利用になれない方は必ず

FAX で茨城県放射線技師会へ送信して下さい。 

茨城県放射線技師会事務所 

ＦＡＸ ０２９－２４４－６７６７ 

    

《 編 集 後 記 》 

新年号になります。今回は雑誌“ときわ”

と一緒にお送りいたします。 

最近は各研究会等から実施報告書も届くよ

うになり、紙面作成するうえで大変助かって

います。記事がないことが編集していて一番

困ります。今後も行事等を開催した際には、

出来るだけ早めの実施報告書の提出を長谷川

副会長までよろしくお願い致します。また、

すべての内容は掲載できませんので、詳細は

技師会 HP をご覧いただければと思います。 

また、現在定款改定(案)につき、1 月 28 日

(金)まで、ホームページ上でパブリックコメ

ントを募集しています。これからの会の方向

性を示す大変重要な案件になります。会員の

皆様におかれましては、是非一読願い、貴重

なご意見よろしくお願い致します。 


